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1 .カラヴァッジョとは何者か

“とてつもない変わり者” 
-ファビオ・マゼッティ、1605年 

“彼が極めて常軌を逸した人物であり、こうした彼
の奇行が彼の寿命を数10年ばかり縮め、この職業
で得た名声をいくぶん減じてしまったことは否め
ない” 

-ジュリオ・マンチーニ、1617-21年



1 .カラヴァッジョとは何者か

“2週間も仕事すると、2か月は剣を脇に下げ、従者
を伴って街に繰り出す。そして、いつ口論や喧嘩を
始めてもおかしくない勢いで球戯場をあちこち渡
り歩く” 

-カレル・ファン・マンデル、1604年



ホロフェルネスの首を斬るユディト
カラヴァッジョ

1599年頃 バルベリーニ宮国立古典美術館蔵（ローマ）



1 .カラヴァッジョとは何者か

西洋美術史におけるカラヴァッジョの重要性 

・17世紀バロック美術の先駆者 

・同時代および後世の画家に与えた影響の大きさ 

・38年の短い人生、希少価値の高い作品 
　（真筆の数は一説には60点余り）



1 .カラヴァッジョとは何者か

カラヴァッジェスキ Caravaggeschi 

・カラヴァッジョの様式やその影響を受けた画家たち 

・ローマでカラヴァッジョの様式を学んだ画家たちが 
　スペイン、オランダ、フランスでその明暗法や写実 
　主義を普及させる 

・ルーベンスは直接的に、レンブラントやラ・トゥー 
　ルは間接的にカラヴァッジョ様式の影響を受ける
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ミケランジェロ・メリージ・ダ・カラヴァッジョ
［ミラノ、1571 – ポルト・エルコレ、1610］

執筆する聖ヒエロニムス
1605–06年
油彩／カンヴァス
112 × 157 cm
ローマ、ボルゲーゼ美術館

Michelangelo Merisi da Caravaggio 
[Milan, 1571 – Porto Ercole, 1610]

Saint Jerome Writing
1605–06
Oil on canvas 
112 × 157 cm
Ministero per i beni e le attività culturali - Galleria 
Borghese, Roma

1605年7月末、カラヴァッジョは、ローマである事
件を起こした。かねてより愛人レーナのことで言
い争っていた公証人パスクワローネを襲って、け
がを負わせたのだ。パスクワローネに訴えられ、
ジェノヴァに逃亡したカラヴァッジョだったが、そ
の後、告訴が取り下げられたため、同年の8月末
にはローマに戻ってきた。その際、カラヴァッジョ
に味方してこの事件の調停を行ったのは、7月に
枢機卿になったばかりの、シピオーネ・ボルゲーゼ
だったという（ヴォドレ 2016）。
　ジョヴァンニ・ピエトロ・ベッローリは、カラヴァッジョ
がこのシピオーネ・ボルゲーゼ枢機卿のために数点
の絵を描いたと伝えている。現在、ボルゲーゼ美
術館に所蔵されている本作品が、その中の1点で、
ベッローリが「手とペンをインク壺に伸ばし、細心の
注意を払って執筆する聖ヒエロニムス」と記述した

作品であることに、研究者のあいだで異論はない。
　すでに1650年にマニッリによってカラヴァッジョ作
品として言及されたものも本作品だとみなされて
おり、18－19世紀の財産目録ではスパニョレット（リ
ベーラ）作品とされていたが、20世紀に入って再
びカラヴァッジョに帰属されるようになった。現在で
は、本作品はカラヴァッジョの真筆として幅広く認
められている。また、制作年代は、ほとんどの研
究者が、カラヴァッジョのローマ時代の末期である
1605–06年に位置づけている（Marini 2015）。
　しかし、その注文についての詳細は伝えられて
おらず、本作品がボルゲーゼのコレクションに入っ
た経緯についても、研究者によって意見が異なっ
ている。ベッローリの記述からは、枢機卿が画家
に直接注文したと考えることもできるが、近年有
力なのは、冒頭で紹介した訴訟で有利に計らっ
てもらったことへの感謝の印として、カラヴァッジョ
がボルゲーゼ枢機卿に本作品を贈ったとする説だ
（Calvesi 1994）。
　本作品に描かれる場面は簡潔だ。暗い背景
に浮かび上がる粗末な机の上には、分厚い書物
が乱雑に重ねられており、禿頭の聖人が一冊の
本を広げ、右手にペンを持ち、その書面を食い
入るようにみつめている。伸び放題で手入れのさ
れていない髪の毛やひげ、痩せた身体と、額や
手指による深い皺は、聖人の質素さや、極限の
状態での研ぎ澄まされた意思の強さを演出してい
る。しかし、彼の老いもまた、見るものに突きつけ
られているといえよう。ペンを持った右手は画面
を横切るように左へ伸ばされており、我々の視線
は、インク壺の先で鈍く光る頭蓋骨へと導かれる。

頭蓋骨の持つ伝統的なメッセージは生のはかな
さであり、ここでは、ヒエロニムスの頭部と対比的
に描かれることによって、その意味が強調されて
いるといえるだろう。ヒエロニムスがまとう衣の鮮
やかな緋色と、頭蓋骨が載せられている書面の
白色、さらに、重なった書物の下から無造作には
み出ている布地の白色も、絵の中で強烈な対比
を見せている。
　聖ヒエロニムスは、聖書をラテン語訳したことで
知られるラテン教父の一人である。本作のように
執筆や読書に勤しむ姿は、彼の聖書翻訳者、学
者としての業績に由来している。また彼は、聖ペ
テロを最初のローマ司教、すなわち教皇と呼ん
だことから、教皇制度の正当性を主張する上でも
きわめて重要な聖人とみなされていた（Hibbard 

1983）。
　聖ヒエロニムスが緋色の衣をまとった枢機卿の
姿で描かれていることや、この聖人と教皇制度と
の密接な関係性からすると、コレクションに入った
経緯はともあれ、本作品が、ボルゲーゼ枢機卿に
向けて描かれた作品であることに間違いはないと
思われる。というのも、ボルゲーゼ枢機卿の伯父
は、1605年5月に選出されたばかりの教皇パウル
ス5世であり、枢機卿としての聖ヒエロニムスを通
じて、新しい枢機卿ばかりでなく、その後ろ盾で
あった新教皇への敬意もまた、示唆されるからで
ある。 （AK）

Selected Bibliography: 
Hibbard 1983, pp. 192–194; Calvesi 1994, pp. 274–276; コ
リーヴァ, in『カラヴァッジョ：光と影の巨匠』2001, pp. 76–78; 
Marini 2015, pp. 504–505; ヴォドレ 2016, p. 27.
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執筆する聖ヒエロニムス
カラヴァッジョ

1605 - 06年　ボルゲーゼ美術館（ローマ）
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ジュゼペ・デ・リベーラ
［ハティバ、1591 – ナポリ、1652］

聖ヒエロニムス
1651年
油彩／カンヴァス
121 × 100 cm
ナポリ、サン・マルティーノ美術館

Jusepe de Ribera 
[Játiva, 1591－Naples, 1652]

Saint Jerome
1651
Oil on canvas 
121 × 100 cm
Napoli, Certosa e Museo di San Martino, Quarto del Priore

本作品は、ナポリのサン・マルティーノ修道院の
院長であったジョヴァン・バッティスタ・ピザンテが
私邸を飾るために1638年に注文したものである。
もっとも、絵が完成し院長に引き渡されたのは13

年後の1651年になってからのことであった。絵の
完成が大幅に遅れたのは、画家が1640年代に
多忙を極めていたことに加え、病に苦しめられて
いたことにも起因すると思われる。本作品は1815

年にはいまだに当初と同じ場所に設置されていた
ことが知られるが、その後カポディモンテ美術館
などナポリのいくつかの美術館を転 と々し、1990

年代に今の所蔵場所に至った。なお、現在同じ
くサン・マルティーノ美術館に収蔵されるリベーラ
の《聖セバスティアヌス》（1651年）は本作品と対
を成すものである（Spinosa 2006）。
　本作品に描かれているのは、4世紀後半から5

世紀初頭にかけて活躍した学者聖人ヒエロニム
スである。もともとヘブライ語で書かれた聖書をラ
テン語に翻訳した事績で広く知られる。ダルマチ
ア（現在のクロアチアの一部）で生まれた彼は、若
い頃にローマに出て神学を学んだ後、シリアの砂
漠に赴いて禁欲的な瞑想生活を送った。その後
は各地を放浪し、最終的にベツレヘムに居を定
め、聖書の翻訳やキリスト教の教義に関する研究
に身を捧げた。
　画面を見ると、薄暗い書斎の中、手に羽根ペン
と紙を持って椅子に座る聖人の姿が描かれてい
る。白髪白髭の聖人は鑑賞者のほうにまっすぐ
視線を投げかける。上半身は裸だが、この聖人
の伝統的な持

アトリビュート

物である緋色の衣が、右肩と右
腕、下半身の部分を渦巻き状にたっぷりと覆って
いる。この聖人のもう一つの持

アトリビュート

物であるライオン
は描かれていない。聖人の前方にあるテーブル
には数冊の本が積まれ、そのうちの1冊の上には、
死の象徴である頭蓋骨が置かれている。一番手
前の本の背表紙には「Α・Ω（アルファ・オメガ）」と
いうギリシア語のアルファベットの最初と最後の文

字が書き込まれているが、これは『新約聖書』「ヨ
ハネの黙示録」（22:13）の「私はアルファでありオ
メガである。最初の者にして最後の者。初めで
あり終わりである」というキリストの言葉に由来する
もので、ここでは画中の本がキリスト教の聖典で
あることを暗示している。聖人が左手に持つ紙に
も小さな文字が記されているが、これは画家の署
名と絵の制作年（「Jusepe de Ribera español F. 

1651」）である。
　書斎で執筆する聖ヒエロニムスは特にルネサ
ンス以降のヨーロッパでたいへんな人気を博した
主題であり、カラヴァッジョもボルゲーゼ美術館の
絵（cat. 8）などで取り上げている。リベーラもまた
生涯にわたってこの主題を繰り返し絵画化してい
るが、本作品はそれらの絵の中で最も優れたも
のの1枚であり、聖人の老いてたるんだ皮膚や節
くれ立った指などの克明な描写が冷徹なリアリズ
ムを鑑賞者に突きつけ、力強い眼差しや精悍な
顔つきが聖人の知性や宗教的情熱を喚起する。
様式的には、本作品は同じ時期に制作された上
述の《聖セバスティアヌス》や《エジプトの聖マリア》
（cat. 30）に近い。 （TK）

Selected Bibliography:
N. Spinosa, in Jusepe de Ribera 1992, pp. 308, 312; Spinosa 
2006, pp. 221, 379.
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聖ヒエロニムス

ジュゼペ・デ・リベーラ 
（1591-1652)

1651年 
サン・マルティーノ 
美術館蔵（ナポリ）



蝋燭の火で本を読む聖ヨゼフ
ヘリット・ファン・ホントホルスト

1620年 サン・フランチェスコ・ア・リーパ・ 
グランデ修道院蔵（ローマ）







聖マタイの召命
カラヴァッジョ

1600年　サン・ルイージ・デイ・フランチェージ聖堂（ローマ）



日本でのカラヴァッジョ展 

・2001年12月22日～2002年2月24日 
　岡崎市美術博物館　入場者42,885人 

・2016年3月1日～6月12日 
　国立西洋美術館　入場者394,006人 

・2019年10月26日～12月15日 
　名古屋市美術館

1.カラヴァッジョとは何者か



・1584年頃～1595年頃：ミラノ修行時代 

・1595年頃～1606年：ローマ活躍時代 
　　1600年　サン・ルイジ・デイ・フランチェージ聖堂の 
　　　　　　「聖マタイの召命」「聖マタイの殉教」公開、評判に 
　　1606年　5月28日、ひとりの男を殺害、ローマから逃亡 

・1606年～1610年：南イタリア逃亡時代 
 　 1607年～1608年　マルタ島に渡り騎士団の一員となるがのち 　 　　　　 
 　　　　　　　　　　 に騎士号を剥奪 
　　1610年　7月18日、熱病に倒れ38歳10ヶ月で死去

2.38年の波乱の人生
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1
ハートフォードの画家／ミケランジェロ・メリー
ジ・ダ・カラヴァッジョ（？）
［ミラノ、1571 – ポルト・エルコレ、1610］

花瓶の花、果物および野菜
1605–06年頃より前
油彩／カンヴァス
105 × 184 cm
ローマ、ボルゲーゼ美術館

Master of Hartford / Michelangelo Merisi 
da Caravaggio (?)
[Milan, 1571 – Porto Ercole, 1610]

Vase of Flowers, Fruit and Vegetables
Before 1605–06
Oil on canvas
105 × 184 cm
Ministero per i beni e le attività culturali - Galleria 
Borghese, Roma

本作品の来歴は、画家カヴァリエーレ（騎士）・ダ
ルピーノことジュゼッペ・チェーザリが火縄銃の
不法所持の廉で投獄され、1607年5月4日にボル
ゲーゼ家の教皇パウルス5世に押収された105点
の絵画目録にさかのぼる。その目録38番「種々
の死んだ鳥の絵、額縁なし」に続けて、39番に記
された「種々の果物と花々の絵、額縁なし」と同一
であると確認された（De Rinaldis 1935‒1936）。
一方、Ｘ線による科学調査で、同目録38番の絵
に当たる同美術館の《野鳥の獲物とフクロウ》と
ともに、使用されたカンヴァスは1センチメートルあ
たり縦糸11本×横糸8本の平織で、どちらも2枚
のカンヴァスを同じやり方で縫合していると判明
し、両作品が対幅であると立証された（D.Dotti, 

in L’origine della natura morta 2016; Bussolari 

2016）。

　フェデリコ・ゼーリは、上記の押収目録中の47

番「果物と二つの花瓶にさした花々がいっぱいの
絵」をハートフォードのワズワース・アシニアム美術
館にある《テーブルの上の花の入った花瓶と果
物》であるとし、さらに96番「花のささるガラスの水
差しと種々の花々の未完成な絵」（ミケーリ・コレ
クション所蔵だが、押収後にカルロ・サラチェーニ
が二人物を加筆した）と、本作品および対幅画も
含めて、上記の美術館の作品を基準作に名づけ
た仮名画家「ハートフォードの画家」の作品とした
（Zeri 1976）。のみならず、これら4点の作品の
作者として、1672年にジョヴァンニ・ピエトロ・ベッ
ローリが記すように（Bellori 1672 [2009]）、カヴァ
リエーレ・ダルピーノの工房に移って、花や果物を
描く仕事を与えられ、本物と見紛うばかりに描い
た若きカラヴァッジョの名を示唆した。
　ゼーリの前後にも、多くの研究者がこれらの静
物画の画家の正体探しに乗りだしていた。本作
品については、フランドル画家カレル・ファン・ヴォー
ゲラー（イタリアでの愛称「花のカルロ」）（Dalla 

Pergola 1959）、カラヴァッジョ周辺のジョヴァンニ・
バッティスタ・クレシェンツィ（Gregori 1973）、ある
いは「3人の手による共作」―右側全体は「ハート
フォードの画家」、左側はボンツィに近い幾分進歩
した画家、そしてもう一人、カラヴァッジョでもありう
る最良の画家―、さらにはダルピーノ工房での共
作（それにカラヴァッジョも関与）とする説（Marini 

1978‒1979; Marini 1983a; Marini 2015）、ジョ
ヴァンニ・バリオーネの友で門弟トンマーゾ・サリーニ
（Bologna 1992）、1590年代にダルピーノの工房
にいたダルピーノの弟ベルナルディーノ・チェーザリ
やフロリス・ファン・ダイクの名前などが挙がった。
　1620年に有名な絵画収集家であったヴィン

チェンツォ・ジュスティニアーニは、友人ディルク・
ファン・アマイデン（イタリア名テオドーロ・アミデー
ニ）に宛てて、美術について論じた手紙に「カラ
ヴァッジョは、優れた花の絵を描くのは人物画と
同じくらいの多くの手間がかかると、言いました」
と記している（Giustiniani 1620‒1630 [1822]）。
カラヴァッジョの最初のパトロンであるフランチェス
コ・マリア・デル・モンテ枢機卿の1627年2月21日
の財産目録（c. 575r）には、「2パルモの小さな絵、
そこにカラヴァッジョの手になるガラスの水差しが
描かれている」とあり、それは1628年5月8日に《若
者たちの合奏》とともに売却され、その後散逸し
た。目録の記載通りにカラヴァッジョの真筆であっ
たかどうかは調べようがないが、ミラノのアンブロ
ジアーナ図書館・絵画館の有名な《果物かご》
は、同枢機卿が友人のフェデリコ・ボッロメオ枢
機卿（ミラノ大司教）に贈ったか、あるいはボッロメ
オ自身が注文したかもしれない作品である（M.C. 

Terzaghi, in L’origine della natura morta 2016）。
いずれにしても、カラヴァッジョがローマでの活動
の初期に静物画に手を染めていたことは、彼の
初期作品の売り絵の風俗画（cat. 2）に、主役の
人物に匹敵する本物らしい存在感を示す静物が
描かれていることからも間違いない。 （SO）

Selected Bibliography: 
Bellori 1672 [2009], vol. I, p. 202; Giustiniani 1620–1630 
[1822], p. 123; De Rinaldis 1935–1936; De Rinaldis 1936; 
Della Pergola 1959, p. 170; Gregori 1973, pp. 42–43; Zeri 
1976; Marini 1978–1979, pp. 43–44; Marini 1983a; M. 
Gregori, in Caravaggio e il suo tempo 1985, pp. 206–208; 
Bologna 1992, pp. 288–290; Marini 2015, pp. 369–370; 
M.C. Terzaghi, in L’origine della natura morta 2016, pp. 
220–221; D. Dotti, in L’origine della natura morta 2016, pp. 
226–228; Bussolari 2016, pp. 280–281.

Caravaggio 4C_ok.indd   68-69 2019/07/18   17:30

花瓶の花、果物および野菜
ハートフォードの画家／カラヴァッジョ（？）

1605-06年頃より前 ボルゲーゼ美術館蔵（ローマ）



病めるバッカス 
カラヴァッジョ

1594年頃 
ボルゲーゼ美術館蔵 

（ローマ） 
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4
ミケランジェロ・メリージ・ダ・カラヴァッジョ
［ミラノ、1571 – ポルト・エルコレ、1610］

リュート弾き
1596–97年頃
油彩／カンヴァス
96 × 121 cm
個人蔵（グロスタシャー、バドミントン・ハウス旧蔵）

Michelangelo Merisi da Caravaggio 
[Milan, 1571 – Porto Ercole, 1610]

Lute Player
c. 1596–97
Oil on canvas 
96 × 121 cm
Londra, Collezione privata

リュートを弾く若者を描いた本作品は、1726年に3

代目ボーフォート公ヘンリー・サマセットがイタリアで
購入し、1960年までグロスタシャー（イギリス）のバド
ミントン・ハウスに所蔵されていたものである（1726

年以前の来歴は不明）。ギリシアの個人コレクター
の手に渡った後、2001年にニューヨークの美術市
場にカラヴァッジョ作品のコピーとして現れ、その
後M・グレゴーリ （M. Gregori, in La natura morta 

italiana 2003）とC・ホイットフィールド（C. Whitfield, 
in Caravaggio: Originale und Kopien 2006; 

Whitfield 2011）がカラヴァッジョの真筆と同定した。
　本作品が美術市場に現れる以前から、同様に
リュート奏者を表したカラヴァッジョの絵が2枚知ら
れていた。1枚はかつてデル・モンテ枢機卿が所
有していたもの（ニューヨーク、個人蔵。2013年ま
で同地のメトロポリタン美術館寄託）、もう1枚はヴィ
ンチェンツォ・ジュスティニアーニ侯爵のコレクション
に含まれていたもの（fig. 1、サンクト・ペテルブルク、
エルミタージュ美術館蔵）である。本作品の図柄
はエルミタージュ作品に近く、両作品では、花の活
けられたガラス製の花瓶と果物が画面左端に描か
れている。他方、ニューヨーク作品では、その区
画にスピネット（小型のチェンバロ）が表され、画面
中央手前にはリコーダーも見える。寸法は3作品の
あいだで互いに異なる（ニューヨーク作品は100×
126.5 cm、エルミタージュ作品は94×119 cm）。
　既知の2作品に本作品がどう関わるのか。ホ

イットフィールドによれば、本作品はニューヨーク
作品およびエルミタージュ作品よりも早い時期にデ
ル・モンテ枢機卿のために描かれた（従って、枢
機卿はほぼ同じ図柄の絵を2枚所有していたこと
になる）。この研究者の主張を支える最大の論
拠は、本作品の内容が、枢機卿が持っていたカ
ラヴァッジョの1枚の絵に関する伝記作家バリオー
ネの次の記述と完全に一致する点にある。「デ
ル・モンテ枢機卿のために…《リュートを弾く若
者》も描いたが、この絵はまるで生きているようで、
水をたたえた花瓶をはじめ、全てが実物さながら
である。この花瓶には、部屋の他の品 と々ともに
窓が映っているのがはっきりと見てとれる。また、
花の上には、すばらしく丹念に描かれた、本物さ
ながらの露があった」（Baglione 1642［1970］）。
ホイットフィールドの考えでは、この記述はエルミ
タージュ作品にもニューヨーク作品にも関係しな
い。前者には花瓶への窓や室内の品々の映り込
みや、花の上の露が認められないし（そもそもこ
の絵は枢機卿の所有物ではなかった）、後者に
は花瓶自体が描かれていないからである。
　さらに、この自説を補強すべくホイットフィールド
は、以前から知られていた二つの文書記録の読
解法に修正を加えた。すなわち、デル・モンテ枢
機卿の1627年の財産目録にある「リュートを演奏
する男の絵。ミケランジェロ・ダ・カラヴァッジョ作」
と、翌1628年3月7日に作られた枢機卿の遺産の

売立記録にある「クラヴィコードを弾く若者の絵」
（作者名の表記はなし）という二つの記載は、従
来単一の絵（ニューヨーク作品）に言及したものと
考えられてきたが（Christiansen 1990; Mahon 

1990）、ホイットフィールドによれば、これらは2枚の
別個の絵に関わるもので、前者は本作品に、後
者はニューヨーク作品に結びつけられるという。
　また、この研究者の推測によると、本作品は、
現在カジーノ・ルドヴィージとして知られるデル・モ
ンテ枢機卿の別荘内にあった錬金術の実験室に
飾られていた可能性が高く、そこで画中のリュー
ト奏者は、太陽や光や音楽を司るギリシア神話
の神アポロとして眺められ、枢機卿が愛着をもっ
ていた錬金術や自然哲学に関するテーマを、同
じ画家の手になる天井画《ユピテル、ネプトゥヌス、
プルート》とともに暗示していたという。
　以上のホイットフィールドの見解は比較的最近
示されたもので、その是非については今後慎重
に検討する必要がある。D・M・ストーンのよう
に、この見解に異議を唱える研究者もいる（Stone 

2014）。 （TK）
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fig. 1
ミケランジェロ・メリージ・ダ・カラ
ヴァッジョ 《リュート弾き》 1596‒97
年頃、サンクト・ペテルブルク、
エルミタージュ美術館
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リュート弾き
カラヴァッジョ

1596 -97年頃 個人蔵（ロンドン）



聖マタイの召命
カラヴァッジョ

1600年　サン・ルイージ・デイ・フランチェージ聖堂



・1598年　5月3日、武器の携帯許可証を持たずに剣 
　　　　　 で武装していたとして逮捕、収監 

・1601年　10月1日、画家トンマーゾ・サリーニを 
　　　　　通りがかりに背後から剣で襲い負傷させる 

・1603年　8月28日、画家ジョヴァンニ・バリオーネ　　 
　　　　　 が、自分を侮辱する卑猥な詩を回覧させ 
　　　　　 たとして、カラヴァッジョら4人を名誉棄 
　　　　　 損で訴える

2.38年の波乱の人生



・1604年　4月23日？、居酒屋でアーティチョークの 
　　　　　盛られた皿を店員に投げつける 

・1605年　7月29日、公証人マリアーノ・パスクワロー 
　　　　　ニを背後から斬りつける。カラヴァッジョ 
　　　　　はジェノヴァに逃亡 

・1606年　5月28日、4対4の乱闘（決闘）の末、 
　　　　　 ラヌッチョ・トマッソーニを殺害する。 
　　　　　 カラヴァッジョには死刑宣告が下される

2.38年の波乱の人生



法悦のマグダラのマリア
カラヴァッジョ

1606年 
個人蔵



慈悲の七つの行い
1606-07年 

ピオ・モンテ・デッラ・ 
ミゼリコルディア聖堂 

（ナポリ）

カラヴァッジョ





洗礼者ヨハネの斬首
カラヴァッジョ

1608年　サン・ジョヴァンニ大聖堂（ヴァレッタ）



・1607年　夏、ナポリから船でマルタ島に渡る 

・1608年　7月18日、マルタ騎士団「恩寵の騎士」に　　 
　　　　　 叙せられる 

・1606年　8月18日、乱闘の末、高位の騎士ジョヴァ 
　　　　　 ンニ・ロエロを負傷させ逮捕、収監。 
　　　　　 10月6日、脱獄してシチリア島に逃れる

2.38年の波乱の人生



・1609年　10月頃、シチリア島からナポリに戻る。　　　 
　　　　　 居酒屋で4人の刺客に襲われ、重傷を負う 

・1610年　7月初頭、教皇の恩赦を求め、船でローマ 
　　　　　 に向かう。途中、ポルト・エルコレで熱 
　　　　　 病に倒れ、7月18日に死去

2.38年の波乱の人生





洗礼者聖ヨハネ
カラヴァッジョ

1609-10年 
ボルゲーゼ美術館蔵 

（ローマ）
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ミケランジェロ・メリージ・ダ・カラヴァッジョ
［ミラノ、1571 – ポルト・エルコレ、1610］

洗礼者聖ヨハネ
1609–10年
油彩／カンヴァス
159 × 124 cm
ローマ、ボルゲーゼ美術館

Michelangelo Merisi da Caravaggio 
[Milan, 1571 – Porto Ercole, 1610]

Saint John the Baptist
1609–10
Oil on canvas 
159 × 124 cm
Ministero per i beni e le attività culturali - Galleria 
Borghese, Roma

本作品は画家が1609–10年、当時ローマにいた
シピオーネ・ボルゲーゼ枢機卿（当時のローマ教
皇パウルス5世の甥）のためにナポリで描いたもの
である。詩人シピオーネ・フランクッチ（Francucci 

1613［1647］）がローマのボルゲーゼ枢機卿の
邸宅で見て詩に詠った1613年以降、絶え間なく
ボルゲーゼ家の所蔵品として文書に記されてき
た本作品が、それ以前どのような経緯で枢機卿
の手に渡ったのかは長らく不明であった。しか
し、1991年に V・パチェッリが発見した、ナポリ
駐在ローマ教皇庁大使デオダート・ジェンティーレ
による枢機卿宛ての5通の書簡（1610年7月29日
–1611年8月26日）によって、その劇的な経緯が明
らかとなった（Pacelli 1991; Macioce 2003）。
　1610年7月初頭、完成した本作品を枢機卿に
届けるため、カラヴァッジョは船でナポリを発ちロー
マに向かった。しかし、ローマ近郊の小港パーロ
に着いた際、画家は官憲に誤認逮捕されてしま
う。数日後には釈放されたが、本作品を含む画

家の所持品を乗せた船はその間にパーロを離れ
ていた。画家は船を追って北上、トスカナの港町
ポルト・エルコレに到達するが、そこで熱病に倒
れ、船を見つけることなく7月18日に死亡した。
　一方、船は数日のうちにナポリに戻り、そこに積
まれていた画家の所持品は7月29日までに、彼の
古い知人コスタンツァ・コロンナに預けられた。だ
が、ナポリの権力者たちがすぐにこのことを嗅ぎつ
け、彼らによって本作品はコロンナの手から奪い
去られてしまう。コロンナから事の次第を聞いた
上記の教皇庁大使ジェンティーレは絵の奪還に乗
り出した。その結果、本作品は12月10日までに取
り戻され、翌1611年8月末、その本来の受取人で
あったボルゲーゼ枢機卿のもとに送り届けられた
のである（なお、コロンナのもとに運ばれた画家の
所持品の中には、本作品の他に少なくとも2枚の
絵が含まれていた。《洗礼者聖ヨハネ》と《マグダ
ラのマリア》で、後者は本展の出品作（cat. 19）に
該当する可能性がある）。
　本作品の画面を見ると、薄暗い荒野を背景に、
白い腰布を巻いたヨハネが、赤い布の敷かれた
場所に座る様子が描かれている。憂鬱そうな表
情を顔に浮かべるヨハネは鑑賞者のほうにまっす
ぐ視線を注ぎ、左手には棒状のアシの杖が握ら
れている。左足の下には1本の丸太が見える。
画面左側には、長い角をもつ雄羊がいる。雄羊
はヨハネに背を向け、背景の葡萄の葉に向かっ
て首を伸ばしている。
　ヨハネはキリストの先駆者で、『新約聖書』の諸
聖人の筆頭に立つ説教師である。ルネサンス以
降のイタリアでは、荒野にいるヨハネと羊を表した
美術品が数多く制作されており、本作品もその系
譜に属すると考えられる。しかし、本作品の構図
は、当時の一般的なこの聖人の絵と比べて明ら

かに特殊である。伝統的図像でヨハネが持
アトリビュート

物
として持つ十字架状のアシの杖が単なる1本の棒
状のものに変えられ、この聖人とともに描かれるは
ずの角のない子羊（キリストの象徴としての神の
子羊）が、長い角の生えた雄羊に変更されている
からである。
　この図像の特異性ゆえに、一部の研究者は
本作品が「ヨハネ」以外の主題を視覚化している
と考え（König 1997; Papa 2002; Nocentini-Di 

Vito 2010）、また一部の研究者は棒状の杖や雄
羊をいくぶん恣意的に解釈した（Gilbert 1995; 

Rudolph-Ostrow 2001）。だが、本作品の主題
は、17世紀の文書記録などを考慮しても「ヨハネ」
である可能性が高く、その図像の特殊性は、か
つて自分に下された死刑宣告に対する教皇パウ
ルス5世の恩赦をボルゲーゼ枢機卿（教皇の甥）
に訴える画家の視覚的メッセージとして本作品を
捉えることで、より合理的に説明されると思われる
（宮下 2004; 木村 2017）。同じ時期に同じ枢機
卿のために描かれた《ゴリアテの首を持つダヴィデ》
（cat. 32）も同様のメッセージを内包していた可能
性が指摘されている（Calvesi 1990）。 （TK）
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3 .唯一無二の芸術　その特質と謎

・圧倒的な写実描写 
　　モデルの容貌に忠実な描写 

・劇的な演出 
　　光と影の効果的な表現 
　　ドラマの一瞬を切り取った緊張感 

・現実世界に接続する仕掛け 
　　見る者に迫ってくるような構図 
　　絵画が設置される場所を考慮



勝ち誇るアモル
カラヴァッジョ

1601年頃 
ベルリン国立絵画館蔵



エマオの晩餐
カラヴァッジョ

1601年　ナショナル・ギャラリー蔵（ロンドン）



聖マタイの殉教
カラヴァッジョ

1600年　サン・ルイージ・デイ・フランチェージ聖堂





ゴリアテの首を持つダヴィデ
カラヴァッジョ

1609-10年頃 
ボルゲーゼ美術館蔵 

（ローマ）



Michaeli Angeli Caravaggio Opus Fecit
「ミケランジェロ・カラヴァッジョ作」



Humilitas Occidit Superbiam
「謙譲は傲慢を殺す」
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